
学校関係者評価委員会での意見交換 

 

 日時；令和７年１１月２１日（金）１９：００～２０：００ 

 内容；  

参加者を２～３名の小グループになっていただき、各グループにファシリテーターを１名配置し、話し合

いを実施する。 

議題は、学校の現状報告を受け「あさくら看護学校に思うこと、期待すること」などを自由に話し合って

いただいた。（時間；１９：１５～１９：４０） 

 

グループ名 

Aグループ 

・学生の実習態度について 

・学生も頑張っているが、指導する看護師も工夫して対応している。 

・コミュニケーションが難しくなってきているため、学生がいろいろなことを 指導者に聞

けるよう、気を付けている。患者さんへの関わり方や声のかけ方など。 

・病院としては、後輩育成にもなり、地域に根付いていただけるようヒアリングしながら 

 対応している。 

・また学生が実習に来てくれることをとても病院としては感謝している。 

・ベットサイドに看護師が常に付きっきりで対応することは難しく、学生が実習で患者さ

んによりそい話を聞いてくれることなど、患者さんからも感謝されている。 

・短い各実習の時間内で、患者さんとの関係性が上手くできていたのだと思う。 

・夜間実習も指導する看護師につき、真剣に学んでおり、学校とは違う学生が見れた。 

 病院の防災訓練なども積極的に参加し、患者さん役なども行っていた。 

・いろいろなことを体験させることを心がけており、自分で考え行動できるように 3 年

間がきっかけとなるよう 指導しております。  

・授業について 

 知識を持っているのは大事だが、現場で使える知識、引き出しを多くもつことが大事

であると 

 授業の合間に指導している。 

 国家試験はあくまでもスタート地点で、現場に出ても勉強し認定資格の取得などまだ

まだ学ぶことはある。 

 しかし、頭の固い人ではなく、患者さんお気持ちになって看護を行なっていただきたい

とも伝えている。 

  薬剤に関しても、種類がとても増え、昔は本や図書館などで調べるなど大変であった

が、 現在はインターネットなど検索に関しても便利で楽になり、iPadなどツールを使い

こなして 学習し知識を広げていただきたい。 

Bグループ 良い点として 

 ・教員と距離が近い 

 ・学校生活が充実していた 



 ･レベルに応じた国家試験のサポートをしてもらった 

頑張ってほしいところ 

 ・SNSの発信（Instagramの発信） 

 ・学生の自立・自律への取り組みは継続してほしい 

 ・現場で先輩方が体験談を語る場を設けてほしい 

 ・国家試験の学習から働く上での学習へのシフトチェンジ（働きだすときのポイントセミ

ナーなどの開催） 

 



令和６年度 自己評価・自己点検結果に対する意見 

あさくら看護学校 

カテゴリー 意 見・感 想 

Ⅰ 教 育 理

念・教育目

的 

・卒業生のアンケート結果をみると「人間の探求と尊き愛」が意識されていることが分かった。あ

さくら看護学校は実習施設が豊富なため学びと人との関わりが多くできていると考える。コロナ、

インフルエンザが終息しない中で学習が難しいが学生一人ひとりができることを考え学びにつなげ

ていることも分かった。 

・卒業アンケートにて教育理念を考える機会があったと思う学生の増加は、学校と学生が同じ方向

を向いていることの現れともいえるので旧カリキュラムの課題の改善が見られてよかったと思いま

す。患者の全体像を把握することの大切さや目に見えない背景の大切さを学べている学生が多く感

心しました。ただ、社会人として入学した学生が「現役学生との学習の取り組みのちがいにギャッ

プを感じた」というアンケート結果が気になりました。学習への取り組みのギャップはどういうこ

とだったのか不明ですが同じ学生として取り組み方を同じようにすべきか、仮にすべきとすれば入

学後どの時期にどのような対策が必要かを明確できれば社会人学生の学習に対する不安は取り除け

るのではないかと考えます。 

・教育理念、教育目的が伝わっているように感じる。看護師の資質の部分での意見、学びが回答さ

れていた。 

・「意志ある学び」の精神を活かした教育理念・目的が明文化されており法との整合性はある。新カ

リキュラムとなり、卒業生アンケートから「教育「理念を考える機会があった」の回答が 9 割だっ

たが、今後の課題として日常生活の中で意識できるような環境の整備の必要性を掲げている。学生

観については、卒業アンケート結果より明らかにされている。8 割以上の学生より満足の評価を受

け、学生自らが成長できる指標がある。ディプロマポリシーを掲げることで課程の到達要件や看護

師育成のための必要な技能など明確に掲げ、実際にそれに基づいた教育を実践されている。 

Ⅱ教育目標 ・自己責任を持たせるための関わりがしっかりされていることが分かった。私が卒業して仕事を始

め、社会人になって感じたことは、自分が行ったことに対する責任の重さと対処の仕方が大事だと

いうことです。そのため学生のときからそれを身につければ強みになると考える。看護師という仕

事は自分がした行動が生死にかかわるため大事だと思う。 

・自ら考え行動する力は、看護師としてだけでなく社会人として大切なことなので学生のときから

自覚や責任を持った行動を日常化していくことは大切な関わりですし今後も継続していただきた

い。 

・私自身が学生のときにはない新たな取り組みだが、自律・自立性は新入社員に対して思うことも

あり学生時代に社会人基礎力を学べるのは有意義だと感じた。 

・教育目標  1 年次防災教育 

  地震に対する福岡県の防災アセスメント調査が R７.10 月に変更になり朝倉市の被害想定がか

なり厳しいものになっている 

Ⅲ教育課程

経営 

・コロナ禍を経て、災害時等の臨機応変な対応が求められる際でも学習時間や臨地実習の時間がな

るべく確保できるよう考えられていてよかったです 

・コロナのときにできたリモートでの学習が自然災害の際に活用できていることは良いことだと思

う。異常気象ともいわれている今、在宅でも学習できることは学習の遅れを招くことなく予定通り

学べることはとてもよいと思う 

・新カリキュラムに基づき、教育理念・教育目標、ディプリマポリシーを示し、一貫した活動方向



性を明示している。また、自然災害による教育運営も早期に柔軟な対応に切り替え、単位互換が可

能な体制を整備されている。臨床指導者会議を実施されることにより、指導要綱など実習指導看護

師協働体制で取り組まれている。看護学校より臨地実習病院の院内実習指導者育成への研修企画へ

も協力的である。 

Ⅳ教授・学

習・評価課

程 

・実際体験することで自分事として頑張れると思う。講義中心になると客観的に見てしまったり講

義を止めないように質問しづらかったりするため、アクティブラーニングにすることで自主的に学

べると考える。また、体験しながらだと考えやすかったり覚えやすいと考える。多重課題の対応の

学習は、臨床に出た際にすぐ役に立つと思う。臨床に出たとき一番の壁になるのが多重課題である。

そのため学生に間に学べるのはよいと思う。 

・「多重課題に視点をおいた授業について」実際の臨床で一番つまずくところであり看護観の違いに

より多少の違いがでたり、自分とは異なる考えを知ることも勉強になるのでぜひ続けていただきた

い授業だと思いました。 

・体験型の授業はいまだに覚えており看護現場で役立っている 

・看護技術統合と専門職連携とチーム医療の科目を臨地実習病院の協力を得て、看護師による事例

のレクチャーから学びのリフレクションとなり効果的である。 

Ⅴ経営・管

理課程 

・教員の増員はすごくよいと考えるが、私は質も大事だと考える。私が学生に時は親身になって寄

り添ってくれた先生のおかげで国家試験に合格でき看護師になれたためすごく感謝しています。実

習している学生と教員はしっかりコミュニケーションがとれているため良いと思う。Instagram を

見せていただいたときに感染対策をしながらいろいろな行事が行われており、いろんな関わりがで

きていることが分かった。 

・朝倉市唯一の専門学校として市から様々な助成金が出るようになってきていて、入学希望者の確

保につながっていると感じる。 

Ⅵ入学 ・行事をアプリで発信したり、オープンキャンパス等で知ってもらうことで学生が増えると思うの

で続けた方が良いと思う。アプリはメリットもあるが、文章での発信になったとき相手のとらえ方

でも違った発信になり得ることもあり慎重に行う必要がある。 

・社会人の割合など知れると者家人の方も受験しやすそう。 

・朝倉市からの補助体制により学生支援が整備されている。視聴者より興味がわく HP や Instagram

でのアピールは効果的である。 

Ⅶ卒業・就

業・進学 

・新カリキュラムになって間もないため評価が難しいと思うが、学生の学びが就職して活かせると

よいと思う。また、あさくら看護学校は医師会とつながりがあり就職先として選択肢の一つとして

あるのが良い。奨学金制度もあるため助かる。 

・就職に対しては、各病院のリアルな情報や実際に就職した先輩の意見などが聞ける機会があると

助かると思います。就職後に必要な知識や備えておいた方が良いことなど。 

Ⅷ 地 域 社

会・国際交

流 

・地域のイベントに参加し、地域の方々との関わりを持っていることは素晴らしいと思う。私たち

の世代はあまりできなかったので今できていることは幸せなことだと思う。今の時代、海外からの

留学生は今後多くなっていくと考える。そのためのかつ悟道の継続は必要だと思った。言葉の壁も

出るため考えていく必要がある。 

・地域への健康増進計画を立案し交流を深め、あさくら看護学校の存在アピールになっている。 

・R６年度夏祭り後に提出されたレポートを立石地区健康づくり推進委員会で参考にして事業計画

を立てた。（朝倉市と久留米大学の連携事業：健康料理教室減塩） 

Ⅸ研究 ・現在教員を増やしている最中で研究活動は難しい面もある。 

全体を通し ・日頃から学生一人ひとりに寄り添ったご指導を頂き安心して子供を通わせることができていま



ての意見 す。自己評価資料を拝見し、教育理念に沿った授業、実習などが着実に実施されていることが良く

わかりました。今後も学生が主体的に学び成長を実感できる環境づくりの継続、そして地域に根付

いた看護師の育成を期待しております。 

・教育理念、目標は素晴らしい。教員不足は続いているが、指導力や学生との関係は良好であり評

価に値する。 

その他 

あさくら看

護学校への

自由なご意

見をお願い

します 

・あさくら看護学校は教員と学生の距離に近さというか気軽に相談出来たり、手厚い国家試験対策

が特色だと感じています。教員の入れ替わりで教員の負担も大きくなってきていると思いますが今

後も取り組みを続けてほしいと思います。 

・私はこのカリキュラム全体を通してみた際にすごくよいと思ったところが多々あった。特にアク

ティブラーニングは私たちの代にあったらと思うほどよいと思った。私たちはコロナの中で実習も

あまりいけなかったため、イメージがつきにくかったところがあったのですごくよいと思った。 

・卒業アンケートを見て、３年間という短い期間で看護師としてとても大切なことを学んでいると

思い、卒業生として嬉しく思いました。臨床に出たら様々な患者さんや看護師さんがいて看護観の

違いでも壁にぶつかることはありますが、何か一つでもあさくら看護学校で学んだことの中で揺る

がない看護観を一人ひとりの学生がもって看護師として働いてくれると私も嬉しく思います。 

・日頃の教育活動や実習が丁寧で子ども自身が前向きに成長している様子を家庭でも感じます。最

近では、実習で学んだ知識を活かしながら話してくれるようになり祖父母ともコミュニケーション

がとれていることに嬉しさを感じています。 

・卒業生の進路の把握、看護師としての社会への貢献、地域医療に深くかかわるなど良い学生を育

てる当校の期待は大きいです。 

 ・卒業生で出来ることが限られて少ないと思いますが、協力できることがあればしたいと思ってい

るのでよろしくお願いします。 

・卒業生として何かお役に立てればと思います。 

 ご意見を頂いて 

  各学校評価委員の皆様が、本校のことをしっかり考えてご意見を下さったことにまず感激いたしました。卒

業生の方々は、本校に在学していたからこその意見及び本校の将来について考えていただきました。（卒業生の

成長が何よりうれしかったです）学校をいつも支えて下さっている方々もそれぞれの立場であさくら看護学校の

ことを考えてご意見を頂いております。頂いたご意見を真摯に受け止め学生のより良い学びのため改善していき

たいと考えております。学校運営を行う上でたくさんの課題が山積しておりますが、学校をサポートしてくださ

る皆さんのお力をお借りしてこれからも『良い看護教育の実践』を目指して、教職員一同頑張っていきたいと考

えております。どうもありがとうございました。 

 

   

           

       あさくら看護学校の学校運営目標 

            

                     『良い看護教育の実践』 

             

            良いとは、「学生がより良い看護を実践することができる看護師への成長」を 

視点とする 


